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  今年度の会費納入期限は3月末です 
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診療放射線技師
業務標準化宣言

いま我が国では「安心で安全な医療の提供」が国民から求められている。そして厚生医療の基本である「医療の
質の向上」に向けて全ての医療職種が参加し、恒常的に活動をする必要がある。

私達が携わる放射線技術及び医用画像技術を含む診療放射線技師業務全般についても、国民から信頼される普遍
的な安全技術を用いて、公開しなくてはならない。そして近年、グローバルスタンダードの潮流として、EBM

（Evidence Based Medicine）、インフォームドコンセント、リスクマネジメント、医療文化の醸成、地球環境保
全なども重要な社会的要求事項となっている。

公益社団法人東京都診療放射線技師会では、『国民から信頼され選ばれる医療』の一員を目指し、診療放射線技
師の役割を明確にするとともに、各種業務の標準化システム構築を宣言する。

診療放射線技師業務標準化には以下の項目が含まれるものとする。

1．ペイシェントケア
2．技術、知識の利用
3．被ばく管理（最適化／低減）
4．品質管理
5．機器管理（始終業点検／保守／メンテナンス）
6．個人情報管理（守秘／保護／保管）
7．教育（日常教育／訓練／生涯教育）
8．リスクマネジメント

～患者識別
～事故防止
～感染防止
～災害時対応

9．環境マネジメント（地球環境保全）
10．評価システムの構築

公益社団法人　東京都診療放射線技師会

診療放射線技師
業務標準化宣言
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診療放射線技師のための接遇規範

１. 検査に際しては明瞭で分かりやすい言葉（患者さんの分かる言葉）で話す。

２. 患者さんをお呼びするときは、姓・名を確認する。

３. お年寄り、歩行困難、病状の悪い患者さんに対する検査室のドアの開閉は、特

に技師がおこなう。

４. 検査室入室後は、患者さんから目を離さないようにする。

５. 自分の名前を名乗り、検査部位と撮影回数を説明し、患者さんの同意を得て

から検査をおこなう。特に小児やお年寄りの方で検査介助が必要なときは、十

分な説明をおこない同意を得てから検査の介助をしていただく。

６. 脱衣の必要な検査は、検査着に着替えていただく。検査の特殊性から脱衣が必

要なときは、露出部をバスタオルなどで覆う。

７. 検査台の乗り降りは、原則として患者さんの手の届くところに技師がいる。

８. 検査手順を守り、患者さんの身体に手が触れるときは事前に同意を得てから触

れる。

９. できるだけ短時間で検査を終了し、「お疲れさまでした」等の癒しの言葉を述

べる。

10. 検査室から患者さんが退出するまでは技師の責任である。

11. 検査室は常に整理整頓、清潔であること。

12. 仕業（始業・終業）点検は毎日おこなう。

13. 検査部位ごとの被ばく線量はいつでも答えられるようにしておく。

14. 照射録は正確に記載する。

15. 医療人として患者さんから高い信頼を得られるよう努力する。

公益社団法人　東京都診療放射線技師会
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会長　篠原健一

不如楽之者（これを楽しむものに如かず）

　米国大統領にトランプ氏就任、英国のEU離脱決定、韓国大統領の弾劾可決、イタリアで憲法改正
を国民投票で問うた首相が敗れ辞任など、世界は「不確実性」を増し、さまざまな面で2017年は激
動の年になるといわれている。激動の年といえば、私が本会をお預かりした時もある意味激動の船出
であった。6年前の3月5日、第60回総会においての役員改選で、前任の中澤会長から引き継ぐこと
になり、その1週間後、3月11日に東日本大震災が発生した。なすすべもないような無力感の中、何
かしなければと始めた放射線サーベイ活動。さまざまな世代の会員の皆さんが寄り合い、機材を持ち
寄り、支えていただいたことを思い出す。
　間もなく新年度がスタートするが、2017年度から数えて2年後の2019年は南北関東地域1都9県に
よる関東甲信越診療放射線技師学術大会が東京都診療放射線技師会の開催担当の年となる。そして3
年後の2020年度にはこの首都東京においてオリンピック/パラリンピックが開催されるが、本会に
おいては創立70周年の年でもある。さらに、4年後の2021年はAACRT（アジアオーストラレーシ
ア放射線技師学術会議）の日本開催が決まっており、東京での開催が視野に入っている。まさに、本
会にとって新たなる激動が具体化しはじめる年である。
　一昨年の法改正による、いわゆる診療放射線技師の業務範囲拡大についても、厚労省指定の統一講
習会を今年度は7回実施した（3月開催も含む）。これは、開催回数も受講者数も全国で断トツの数で
あるが、東京は会員数・技師数も全国で断トツなので、受講比率としての数字を出すとどうしても
やや低くなる。日本診療放射線技師会は年間1万人の受講者数目標を打ち出しており、全国の約1/14
の会員数を抱える本会は、それに応じた受講者数を目指している。尚、統一講習会という事業自体は
単に診療放射線技師のためではなく、目先のことだけでもない。何よりも患者さんの安心で安全なチー

4 4 4 4 4 4 4 4 4 4 4 4 4

ム医療推進
4 4 4 4 4

のためであり、更なる業務拡大のためでもある。
　われわれは国から与えられた資格を持つものとして、そして職能団体として、それを神棚に祭って
守っていればいいわけではない。3年後、5年後、10年後の、そして20年・30年後さらにもっと先の
未来の診療放射線医療のためにさまざまな政策を推進していかなければならない。日本診療放射線技
師会の重要政策の中でも、診療放射線技師学校養成所指定規則の発展的改定、例えば診療放射線技師
の養成教育は4年制大学以上とするとか15年以上前の指定規則改正によるカリキュラムの単位数を
実態に合わせて増やすというようなことである。また、診療放射線技師国家試験の委員数・試験問題
数の適正化も連動して必要な政策である。そしてなによりも、昭和26年にできた診療放射線技師法
の抜本的な改正など、日本診療放射線技師会と協力して進める所存である。
　前半で、「激動」という言葉を何回か使い、激動＝大変＝多忙と連鎖していきそうであるが、良い意
味で激動を楽しみたいと思う。6年前の就任最初の巻頭言で、中澤前会長が常々仰っていた ｢技師会
活動を楽しもう！」という言葉を紹介した。『論語』には、“知之者不如好之者、好之者不如楽之者” 

　　これを知る者はこれを好む者にしかず　これを好む者はこれを楽しむ者にしかず　

とあり、“学び” など各種活動について知・好・楽の段階を示していることを書いた。技師会活動を
楽しめる会員・役員、そのような組織にしたいと常々思っている。
　来年度も皆さまの一層のご理解ご協力をお願いしたい。
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第6地区meeting
（第64回日暮里塾ワンコインセミナー合同開催）

テーマ「そうだったのか！基礎知識編（一般撮影・バリウム検査・医療事故）」

日　　　時：平成29年3月4日（土）16時00分～18時40分（受付開始：15時30分～）
場　　　所：中央医療技術専門学校　視聴覚室

〒124-0012 東京都葛飾区立石3－5－12
ア ク セ ス：京成押上線「京成立石駅」下車徒歩7分（各駅停車をご利用ください）
受 講 料：診療放射線技師　500円

新卒かつ新入会員※、一般ならびに学生　無料
申 込 方 法：東放技ホームページ（http://www.tart.jp/）の参加申し込みフォーム（研修会申し込み先名は

“6地区”を選択）からお申込みください。※当日参加も可能です
問い合わせ：第6地区委員長　�橋克行 E-Mail：area06@tart.jp

公益社団法人東京都診療放射線技師会　事務所　　TEL・FAX：03-3806-7724
以上

記

◆「そうだったのか！四肢撮影」 公立福生病院　市川　重司 氏

◆「胃・大腸バリウム検査上達へのコツと工夫」 東葛病院　　　安藤　健一 氏

◆「放射線科内医療事故ディスカッション～情報の共有化～」 第6地区委員

◆「研究報告」 中央医療技術専門学校 学生

プログラム

今年も第6地区では、東京都診療放射線技師会学術教育委員会と合同勉強会を企画しました。今回のコ
ンセプトは“勉強したくても、なかなかやってない基礎的な勉強会”です。“たくさん撮って身に着けた
いけど検査数が少ない、教わりたいけど何からやったらいいかわからない”小規模施設の診療放射線技師
の皆さま、こんな風に思ったことはありませんでしたか？　また苦手意識を持ってしまってはいません
か？　わからないことや、うまく撮るコツは、技師会の先輩に聞けば良いのです。われわれ「第6地区
meeting」ではそれをお教えいたします。一緒になって考えましょう。何かつかんで帰路に着ける会にで
きるように頑張ります。是非、一度お越しください。先輩・後輩・他地区・学生の皆さま、分け隔てなく
一緒に学びましょう。第6地区委員一同お待ちしております。

※新卒かつ新入会とは、技師学校卒業年に技師免許取得し本会へ入会した会員をいう
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第19回メディカルマネジメント研修会
テーマ「標準スキル・モラルクラウドシステム」

〜可視化と褒める評価で成長し続ける組織〜
（診療放射線技師育成支援）

講師：株式会社ベネスト　ビジネスアドミングループ　益田　敏治　氏

　第19回メディカルマネジメント研修会を標記の内容で開催致します。
　昨今、人材教育、評価は非常に重要視されています。そのような背景を踏まえ、どこの病院の診療放射
線技師でも同じ基準でスキルを可視化することができるシステムを紹介し、業務の評価や組織の活性化に
役立てればと思います。
　多くの方の参加をお待ちしております。

記

日　　　時：平成29年3月7日（火）　19時00分～20時30分
場　　　所：公益社団法人東京都診療放射線技師会研修センター　　
	 〒116-0013　東京都荒川区西日暮里2－22－1　ステーションプラザタワー505
ア ク セ ス：JR日暮里駅北口改札　東口方面より徒歩3分
受　講　料：会員1,000円、非会員5,000円（当日徴収）
申 込 方 法：�東放技ホームページ（http://www.tart.jp/）の参加申し込みフォーム（研修会申し込み先は 

“学術教育委員会” を選択）からお申し込みください。または会誌の研修会等申し込み用紙
にて事務所にFAXでお申し込みください。

	 ※人数により締め切ることがあります。
問い合わせ：学術教育委員長　市川重司　　E-Mail：gakujitu@tart.jp
	 公益社団法人東京都診療放射線技師会　事務所　　TEL・FAX：03-3806-7724

� 以上
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平成28年度　SR推進委員会（公益・災害）研修会
テーマ「緊急被ばく医療研修会～3.11を風化させない～」

東日本大震災に伴う東京電力福島第一原子力発電所の事故にあたり、公益社団法人東京都診療放射線技師会で

は、発災直後の被災地におけるサーベイ活動、都内避難所における放射線サーベイボランティア活動など、放射線

専門の職能団体として活動を行いました。これらの活動・経験を語り継ぎ風化させないために、今年度も研修会を

企画しました。

今年度は、新たな内容として放射線被ばく、もしくは被ばくの可能性がある傷病者を自施設で受け入れるために

必要な知識やスキルを学習します。また、原子力規制委員会から出されている原子力災害対策指針は改正が数多く

出されています。その指針を踏まえた講義を行います。皆さまの参加をお待ちしております。

記

日　　　時：平成29年3月12日（日）13時00分～16時30分（受付開始12時30分～）

場　　　所：公益社団法人東京都診療放射線技師会研修センター

〒116-0013 東京都荒川区西日暮里2－22－1 ステーションプラザタワー505

ア ク セ ス：JR日暮里駅北口改札　東口方面より徒歩3分

定　　　員：40名（先着順）

受　講　料：会員1,000円、非会員5,000円（当日徴収）

申 込 方 法：東放技ホームページ（http://www.tart.jp/）の参加申し込みフォーム（“災害対策委員会”を選択）、

または会誌の研修会等申し込み用紙にて事務所にFAXでお申し込みください。
カウント付与：日本診療放射線技師会生涯教育3.0カウント付与

問い合わせ：SR推進委員長　渡辺 靖志 E-Mail：saigai@tart.jp

公益社団法人東京都診療放射線技師会　事務所　　TEL・FAX：03-3806-7724

以上

プログラム 

時間 

13：00～13：10 

13：10～14：00 

14：10～14：50 

15：00～15：50 

15：50～16：20 

16：20～16：30

タイトル 

開会の辞 

緊急被ばく医療について 

養生実習 

被ばく傷病者受け入れ実習 

質疑応答 

閉会の辞 

講師 

SR推進委員会委員 
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第59回きめこまかな生涯教育
テーマ「乳がんを理解する」

講師：国家公務員共済組合連合会　立川病院　服部　裕昭　先生

　一般的に乳腺疾患（がん）を理解する上で、画像だけでなく、多方面からの知識が必要です。今回はス
テージングやサブタイプ分類を特集して勉強したいと思います。
　多くの方の参加をお待ちしております。

～ プログラム ～

15：00～16：00　 ステージング（病期）TNM分類

16：00～16：40　 ブレイクタイム　～ティッシュ・エキスパンダー（皮膚拡張器）～
� （アラガン・ジャパン株式会社）
16：40～17：40　 サブタイプ分類

記

日　　　時：平成29年3月25日（土）（受付開始：14時30分〜）
場　　　所：公益社団法人東京都診療放射線技師会研修センター　　
	 〒116-0013　東京都荒川区西日暮里2－22－1　ステーションプラザタワー505
ア ク セ ス：JR日暮里駅北口改札　東口方面より徒歩3分
受　講　料：会員2,000円、非会員10,000円（当日徴収）
申 込 方 法：�東放技ホームページ（http://www.tart.jp/）の参加申し込みフォーム（研修会申し込み先は 

“学術教育委員会” を選択）からお申し込みください。または会誌の研修会等申し込み用紙
にて事務所にFAXでお申し込みください。

定　　　員：30名（定員になり次第締め切ります）
カウント付与：日本診療放射線技師会学術教育2.5カウント付与
問い合わせ：学術教育委員長　市川重司　　E-Mail：gakujitu@tart.jp
	 公益社団法人東京都診療放射線技師会　事務所　　TEL・FAX：03-3806-7724

� 以上
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会員の皆さまへ

経理委員会

　会員の皆さまには、平素より公益社団法人東京都診療放射線技師会の活動にご理解、ご協力
をいただき誠にありがとうございます。
　さて、今年度の会費納入をお忘れの方は、お手元の払込用紙をご利用のうえ早急に納入してい
ただきますようお願いいたします。
　なお、会費未納期間 2 年以上の会員については、退会の手続きをいたしておりますのでご注意
ください。
　ご不明な点は事務所までお問い合わせください。

公益社団法人東京都診療放射線技師会　事務所　TEL・FAX 03－3806－7724

会費納入のお願い

第68回定期総会での表彰（勤続20年）について
渉外委員会

　本会は平成29年6月に行われる、公益社団法人東京都診療放射線技師会　第68回定期総会において、本
会表彰規程により功労賞（勤続20年）の表彰を行います。
　本年度資格到達者は本会で調査し、対象になっている会員の方にすでに案内を発送しております。調査
漏れが生じることもありますので、下記に該当される方で、未だ本会より連絡のない方、または前年度ま
でに資格到達された方で受賞の意思のある方は、お手数ですが平成29年3月10日までに東京都診療放射線
技師会事務所までご連絡ください。

規定内容の要旨
（1）   今回の該当者は平成9年3月31日までに、診療放射線技師の免許を取得し、技師業務に20年以上従事し

た方が対象である。
（2）   平成14年3月31日以前に入会し、引き続き本会会員であって、会費を完納していること（15年以上継

続会員）。
（3）   現在正会員であり、引き続き平成29年度も会員であること。

 以上
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平成28年度　第5地区研修会『第5地区のつどい』
テーマ「胸部ポータブルＸ線画像の読影」

講師：東京大学医学部附属病院　放射線科　　大倉　直樹　先生

今年も第5地区において、好評をいただいております地区研修会「第5地区のつどい」を開催致します。

この研修会は、演者と皆さまが活発に議論することにより、知識を深めることを趣旨とした勉強会です。

今回は、胸部ポータブルＸ線画像における読影のポイントなどについて、医師の目線から講演していた

だきます。胸部ポータブル撮影は新入職員からベテランの診療放射線技師まで多くの方が撮影に携わって

いると思います。読影力の向上、撮影体位の検討、再撮影の基準についてなど、翌日からの業務に非常に

役立つ講演内容と思われます。一人でも多くの会員の皆さまに参加していただきたく、このテーマで企画

しました。

また研修会後は意見交換会ご用意しておりますので、ご参加いただいた皆さまの交流をさらに深めて地

域医療の発展に繋げていただければ幸いです。多くの皆さまのご参加をお待ちしております。

記

お知らせ 
5

お知らせ 
5

日　　　時：平成29年3月3日（金）19時00分～20時00分（受付開始18時30分～）
場　　　所：東京大学医学部附属病院　入院棟A１階　レセプションルーム

〒113-8655 東京都文京区本郷7－3－1

ア ク セ ス：丸の内線　本郷三丁目駅2番出口　徒歩約10分
大江戸線　本郷三丁目駅5番出口　徒歩約10分

千代田線　湯島駅１番出口 徒歩約15分

受　講　料：診療放射線技師500円、新卒かつ新入会員※、一般ならびに学生　無料
申 込 方 法：東放技ホームページ（http://www.tart.jp/）の参加申し込みフォーム（研修会申し込み先は“5地

区”を選択）からお申し込みください。または会誌の研修会等申し込み用紙にて事務所にFAXでお

申し込みください。

※当日参加可能ですが、会場のスペースの関係で事前登録者を優先させていただく場合がございます。

できる限り「事前申し込み」をお願いいたします。

問い合わせ：第5地区委員長　　稲毛秀一　　E-Mail：area05@tart.jp
公益社団法人東京都診療放射線技師会　事務所　　TEL・FAX：03-3806-7724

以上

11
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22
平成28年度　第1地区研修会

テーマ「乳がん検診におけるMMGと乳腺USの総合判定」
講師：いしいクリニック乳腺外科　　松浦　陽子　氏

　第1地区では下記の通り研修会を開催します。
　講師に、いしいクリニック乳腺外科の松浦陽子氏をお招きして、「乳がん検診におけるMMGと乳腺US
の総合判定」というテーマでご講演していただきます。
　近年、乳がんにおける検診は社会的にも認知されるようになってきています。検診時のMMG撮影を行
う場合には、担当する診療放射線技師もMMGの資格を持っている方が多くなってきていると思います。
しかしながら施設の事情などにより乳腺USまで行っている診療放射線技師は少ないように思います。今
回の講演では、乳腺USの知識を深め、MMG撮影のスキルアップに役立てていただければと思っています。
また、これから乳腺USを始めたいと思っている方にもおすすめの講演となると思っています。
　皆さまのご参加をお待ちしています。

記

日　　　時：平成29年3月22日（水）19時00分～20時00分
場　　　所：公益社団法人東京都診療放射線技師会研修センター
	 〒116-0013　東京都荒川区西日暮里2－22－1　ステーションプラザタワー505
ア ク セ ス：JR日暮里駅北口改札　東口方面より徒歩3分
受　講　料：診療放射線技師500円
	 新卒かつ新入会員※、一般ならびに学生　無料
申 込 方 法：�東放技ホームページ（http://www.tart.jp/）の参加申し込みフォーム（研修会申し込み先は

“1地区” を選択）からお申し込みください。または会誌の研修会等申し込み用紙にて事務所
にFAXでお申し込みください。（※当日参加も可能です）

問い合わせ：第1地区委員長　齊藤謙一　E-Mail：area01@tart.jp
	 公益社団法人東京都診療放射線技師会　事務所　TEL・FAX：03-3806-7724

� 以上

※ 新卒かつ新入会員とは、技師学校卒業年に技師免許取得し本会へ入会した会員をいう
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東京都診療放射線技師会は、東京を13の地区に分け、東京に隣接する千葉方面・神奈川方面・埼玉方面を加え
た計16地区で構成されています。
本会ホームページhttp://www.tart.jp/に各地区の表と地図が掲載されていますので、ぜひ活用ください。

あなたはご自分の所属地区をご存じですか？

トップページの
ここをクリック

なお、毎月月替りで、各地区の特色や活動を紹介しています。
地区表の上の地区名からリンクしていますので、こちらもぜ
ひご覧ください。

情報委員会

33
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　サマーセミナーやウィンターセミナーで好評で
あった「急性疾患アラカルト」を連載することと
なりました。まず第一回目は、虫垂炎について解
説したいと思います。

　虫垂炎とは、虫垂に化膿性の炎症や壊死が起こ
る疾患となります。一般的に「盲腸」という通称
で知られていますが、これは昔、虫垂炎の発見が
遅れて炎症が盲腸まで広がった状態で発見された
ケースが多かったためといわれております。
　症状の典型的な経過としては上腹部や臍のまわ
りが突然痛み出し、次に発熱、嘔気や嘔吐、食欲
不振が起こります。数時間もすると嘔気は止ま
り、数時間から24時間以内に痛みが右下腹部に
移行していきます。発熱は37～38℃の微熱が多
く39℃以上の場合は穿孔性腹膜炎や膿瘍形成が
考えられます。
　虫垂の位置ですが「右下腹部にあります」と多
くの文献で記されています。しかし、虫垂は可動
性に富んでいることもあり、見つけだすのが難し
い臓器です。位置についての文献もいくつか存在
しますが、今回は虫垂基部を中心として時計の針
の方向で存在する位置について示します（図1）。
　虫垂は大腸の一部で盲腸からぶら下がってお
り、長さは5～10cm太さは0.5～1cmぐらいとい
われています。まるで芋虫がぶら下がっているよ

はじめに1

虫垂炎について2

うな形なので、「虫様突起」とも呼ばれます。盲
腸は小腸と大腸の移行部にある袋状の部分です。
　長年、虫垂は重要な機能は特にないと考えられ
てきました。存在意義が不明だった臓器といえま
す。しかし、2014年に大阪大学大学院医学系研
究科感染症・免疫学講座　竹田教授らのグループ
による研究で虫垂にあるリンパ組織は、粘膜免疫
において重要な役割を果たし、IgA産生に重要な
場であり、腸内細菌叢の制御に関与しているとい
う大変興味深い論文が発表されました。
　虫垂炎になるメカニズムは、まだ完全にはわ
かっていませんが、糞便（糞石）や異物、リンパ
組織の過形成、まれには腫瘍などが虫垂の入口部
を閉鎖、もしくは狭くさせてしまうのが原因と考
えられています。これにより、虫垂の内圧が上昇
して血行が悪くなり、そこに細菌が進入して感染
を起こし、急性の炎症が起こると考えられていま

図1＊

　サマーセミナーやウィンターセミナーでご好評をいただいた「急性疾患アラカルト」
が、3つの領域と各回それぞれにテーマを変えて新しく本誌で連載をスタートすること
となりました。第一回目は、虫垂炎について解説致します。

学術が行く

vol.1

急性疾患
アラカルト

日本大学医学部附属板橋病院　市川　篤志

第一部 急性腹症
虫垂炎
東京都診療放射線技師会学術教育委員会

第一部 急性腹症
新連載！
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す。 虫垂炎の病期は、大きく3段階に分かれて
おり、軽いほうからカタル性、蜂窩織炎性、壊疽
性と分類されています（図2）。
　しかし、最近では薬物療法が進歩し、カタル性
のものについては、抗生物質による内科的治療で
治るようになってきています。これは薬剤で炎症
を緩和することを指します。ただし、薬物療法の
場合、再発の可能性もあるといわれています。 
　腹膜刺激徴候が明らかな場合や、画像検査で虫
垂が1cm以上に腫大して虫垂の壁構造の破綻や
膿瘍がある場合は、虫垂炎が蜂窩織炎性や壊疸性
まで進んだことを意味しており、緊急手術が必要
となります。早期に手術を行った場合、死亡率は
1%未満と非常に低く、入院期間も1週間程度で
すみます。 
　手術方法としては、従来から行われている「開
腹手術」と、「腹腔鏡を用いる手術」の2通りが
あります。開腹手術は「交差切開法」と「傍腹直
筋切開法」があります。腹腔鏡による手術は、お
なかに小さな穴をあけるだけですから、傷が極め
て小さく、入院期間も2、3日ですみます。 
　検査方法については、診察（触診）、採血、超音
波検査、X線撮影検査、X線CT検査があります。
診察ですが、一般的には仰臥位になり膝を立て、
右下腹部を手指で垂直に、ゆっくりと深く圧迫し、
素早く手を離した時の症状をみます。圧力をかけ
ていた時よりも、圧力を除いた時の方がかえって
強い痛みを感じることがあります。これがブルン
ベルグ徴候です。
　採血においては、炎症の程度を表す白血球数

（WBC）や反応蛋白（CRP）の値が問題となりま
す。炎症が起こると、早期に白血球が増加し、急
性虫垂炎の場合では約90%の患者で10000/μl 以
上の値を示すといわれます。CRPの一般的な基
準値としては、0.03mg/dlで、それ以上はCRPが
高いと示されます。虫垂炎の場合は、体に炎症が
起きていることになりますから5.0mg/dl以上と
なることもしばしばあります。

　続いてⅩ線撮影検査です。胸腹部の撮影では、
横隔膜直下のFree Airや肺炎、心筋梗塞の除外
目的、糞石、Psoas Signなどを観察するために施
行されます。
　Ⅹ線CT検査は、他の検査に比べ感度、特異度
が高く信頼性の高い検査といわれています（図3）。

Ⅹ線検査について3

　単純CT検査では、臓器間のコントラストが弱い
という欠点があります。しかし、虫垂炎における
造影CT検査は、単に臓器間コントラストの増強
だけではなく、炎症部位を造影する目的でも使用
されます。局所に炎症反応が生じると通常は閉じ

図3＊＊

図2
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ている毛細血管床が開き血流量の増加によって造
影の増強効果が期待できるからです（図4，図5）。
　虫垂炎ではない場合、虫垂を見つけ出すには
壁が極めて薄く炎症所見（脂肪織による毛羽立
ち）がないため困難であると言えます。その場合
はほかの疾患が疑われるので注意深く観察してく

ださい。例えば消化器系や婦人科系、泌尿器系の
疾患（憩室炎（図6）右卵巣成熟嚢胞性奇形腫（図
7）腎盂腎炎（図8））などがあります。虫垂炎の
場合では虫垂内腔径6mm以上、虫垂壁肥厚2mm
以上、壁造影効果の増強、虫垂周囲の脂肪織の毛
羽立ち、糞石といった特徴があります（図9，図

図6 図7 図8

図5図4

図9 図10
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10，図11，図12，図13，図14）。
　画像に示した通り最近では、マルチスライス
CTの普及によりMPRを積極的に使用すること
ができるようになりました。これは読影をするう
えで大変重要なツールであると考えられます。

　「急性腹症」のなかでも虫垂炎は最も頻度の高
い疾患です。約15人に1人はこの病気にかかると
いわれています。男女差も特にないそうです。実
際に勤務中に虫垂炎疑いというのはよく見かける
と思います。
　今回の解説が皆様のお役に立てればと思います。

図11 図12

図13 図14

参考文献
・ Nature Communications　大阪大学大学院医学系研

究科感染症・免疫学講座（免疫制御学）/免疫学フロ
ンティア研究センター　竹田潔 他

・ Medical Note 虫垂炎  盲腸　名古屋大学大学院医学
系研究科 小児外科学　内田広夫 他

・ 腹部救急診療の実際　船曳孝彦 他　医学図書出版
＊　初歩から始める超音波検査室
＊＊ 今日の臨床サポート　産業医科大学　公衆衛生

学教室　村田篤彦
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こ　 え 

新春のつどいに参加して
東京慈恵会医科大学附属第三病院　池部翔子

　本年、1月13日に開催された「新春の集い」に参
加させていただきました。
　このような式典に参加させていただくことは初め
てであり、他の病院の診療放射線技師や、メーカー
の方々とご挨拶させていただき、はじめは緊張しま
したが、とても気さくにお話ししてくださり緊張も
すぐに解けました。また、おいしい料理やお酒をい
ただきながら、楽しく有意義な時間を過ごすことが
できました。
　懇親会の中では、現在、どのような仕事や活動を
行っているのか、これからどのように勉強をしてい
くと良いのか、いろいろとアドバイスをしていただ
きました。それぞれの考えに刺激を受け、現在の自
分の考え方を見直すことができ、今後のあり方を考

える良い機会となりました。
　また、メーカーの方々とは普段はあまり情報交換
をする機会がありませんが、最新機器の話や臨床の
現場ではどのようなものが必要とされているのかと
いった話をすることができました。とても新鮮な気
持ちで話を聞くことができ、今後更に、良い職場環
境を作るためにも、多くの情報交換ができれば良い
と思いました。
　初めて参加した「新春のつどい」で、多くの方々
と触れ合い、繋がりの大事さを感じました。このご
縁を大切にし、自身の成長の為にも頑張って行こう
と思います。そして、これからの技師会活動にも貢
献していけると良いと思います。
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こ　 え 

　平成28年12月3日（土）『第23回東京都診療放射線
技師会役員研修会』が箱根にある私学共済「対岳荘」
を会場に開催されるということで、わたくし筋肉診
療放射線技師であるスグルが実態を探るべく単独潜
入を試みた。
　理事及び委員長、各委員会の委員など50名弱が集
まったこの会、私は第6区委員長という仮の姿での
参加となった。普段、研修会などの催し物にはこれ
ほどの参加者は珍しいことで、その上場所が箱根、
年末に泊まり込みといった内容にもかかわらず、な
ぜこんなにも多くの人を引き寄せるのか、私には謎
であった。忘年会の意味合いも含んでいるからか？　
否、それだけではない何かがあるはずだっ！！　そ
う踏んで臨んだ今回の研修会、皆さまに真相を報告
したい。
　当日は快晴で箱根に向かうという小旅行気分と初
めて研修会に臨む緊張した気分（お風呂で先輩方の
背中を流す伝統行事があるのでは…）とが入り混じ
り非常に複雑な心模様で出発した。顔見知り程度の
人と道中一緒になったら気まずいなぁと思いつつも
幸い？ 誰とも乗り合わせず小旅行気分のままで、今
回の会場となる私学共済「対岳荘」へとたどり着い
た。部屋割りは、3～4人で一部屋となっており、私
は浅沼編集委員長と岡部前第6地区委員長と、気心
の知れた方と一緒の部屋割りだったので、宿を出る

筋肉スグルの役員研修会潜入記

まで緊張の連続からの恐怖からは解放され助かっ
た。とはいえ気は抜けない。これからが本番なのだ
から…。

　今回の目的である研修会は2部構成となっており、
第1部は理事会を含めた研修会、第2部は食事をと
りながら親睦を深める交流会となっている。まずは
第1部、篠原会長のISRRT参加報告を出発から帰国
までの画像をふんだんに交えたスライドの報告を皮
切りに、野口委員長から大きな変革をふまえた定款
諸規程等検討委員会報告を受けた。そして、今回の
研修会のメインともいえる講演を日本診療放射線技
師会副会長 佐野幹夫氏より “JART副会長が語る－
診療放射線技師の未来のために（仮題）” をお話しい
ただいた。内容は、佐野副会長が歩んできた（戦っ
てきた）技師人生のお話だった。職場での診療放射
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こ　 え 

線技師の質・立場向上へ常にご尽力をつくされてき
た内容に、管理職に就く参加者は肺腑を衝かれたの
ではないだろうか。私自身も佐野副会長の非常にパ
ワフルで魅力あふれる人柄を感じたし、講演内容に
は非常に感銘を受けた。その後、休憩をはさんで理
事会となったが議事録もあるので割愛しよう。これ
で第1部は終了。なるほど、普段聞くことのできな
い内容の講演ばかりで参加者が集まるのも理解でき
る。しかし、まだまだ足りない。答えは第2部にあ
るに違いない。第2部まで小一時間あるので、筋肉
スグルとばれないように筋肉アピールをしないよう
に温泉に浸かり万全の態勢で第2部に備えた。
　宴会場に全員そろい第2部の親睦会が始まった。
最初はビールの乾杯から厳かに始まった会だが、差
し入れの日本酒に到達するころには大宴会となって
いった。鈴木総務が新委員長などの自己紹介コー

ナーを設けて親睦会の体をなすように孤軍奮闘して
いたが、今となっては誰が挨拶していたか記憶にな
い。残っているものと言えば、委員会のあいさつを
した時に山﨑編集委員が、プロ級のルンバでクルク
ル回っていたことと、小田前副会長に正体を暴かれ
ポージングをしながら執行部へ物申したことであろ
うか…。その後、部屋飲みへと移行したのだが、そ
こがまたカオスだった。ここでは語らないが、非常
に楽しかった…　良いものを見せてもらった…。東
放技は人材の宝庫で、多くの人に出会い吸収し自分
を成長させる（パンプアップ&ビルドアップ）する
場所なのだと再確認した小旅行だった。多くの人を
集めるはずだ。追伸：これはあくまでも個人的見解
であるので、どのようにとらえるかは地区委員とし
て参加してみてもらいたい。
� 筋肉スグル
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パイプライン パイプライン 

超音波画像研究会 講演会

http://us-image.kenkyuukai.jp/

レベルアップセミナー
所見レポート　HOW TO…

　ラボデータからの推測、超音波所見の見方、カテゴリー分類、レポート記入などについて知識を総括し、
ステップアップするためのセミナーです。ぜひご参加いただきたく、下記のとおりご案内申し上げます。

日　　時：平成29年3月26日（日）8時40分～17時40分
会　　場：中央医療技術専門学校
内　　容：1）胆嚢胆道の所見と所見記入	 9：00～10：30
	 2）肝疾患	 10：40～12：10
	 3）膵疾患	 13：00～14：30
	 4）腎脾	 14：40～16：20
	 5）課題	 16：30～17：30
参 加 費：会員外　10,000円、正会員　8,000円（いずれも昼食費を含む）
募集人員：30名（20名以上で開催）
申込方法：ホームページ閲覧のうえ、mailまたはfaxにてお願いいたします。
問合せ先：中央医療技術専門学校 　菅 和雄､ 今尾 仁　あて
	 TEL：03-3691-1879（16時30分～18時00分）
	 超音波画像研究会　事務局　　e-mail：us.image.workshop@gmail.com
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平成28年度1月期	 	 	 	 	
年　月 月末会員数 新　入 転　入 転　出 退　会

平成27年度末集計 2,136 159 27 8 130
平成28年  4月 2,146 12 4 1 5
平成28年  5月 2,176 34 2 3 3
平成28年  6月 2,214 38 2 0 2
平成28年  7月 2,242 29 0 1 0
平成28年  8月 2,223 11 1 0 31
平成28年  9月 2,251 30 2 2 2
平成28年10月 2,272 20 2 0 1
平成28年11月 2,274 5 0 0 3
平成28年12月 2,244 10 1 1 40
平成29年  1月 2,246 7 2 1 6
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News
3月号 

公益社団法人 東京都診療放射線技師会
第10回理事会

前回議事録確認
　前回議事録について確認を行ったが修正意見はなかった。

理事会定数確認
出席：20名、欠席：0名

会長挨拶
　あらためまして皆さま明けましておめでとうございま
す。本年もよろしくお願いします。新年の事業活動は、
年度最後仕上げの3カ月の始まりということです。13日
の新春のつどいを皮切りに、年度内の事業が残っており
ますので皆さまご支援、ご協力をよろしくお願いいたし
ます。これから新年のご挨拶に見えられるメーカーの方
もいると思います。皆さまから新春のつどいのご案内を
していただいて一人でも多く集まっていただき、我々の
会員もできるだけ多く集まっていただけるように各地区
で声かけをお願いします。地区委員の数以上の方が、地
区からお集まりいただけるようにお願いします。残りの
3カ月を本年度の前半を振り返りながら、次の事業につ
なげていきたいと思います。年頭所感でも書いています
が、年が明けると1つ大きくカウンターが前に進むとい
うような感じです。2年後の2019年には東京都診療放射
線技師会が関東甲信越学術大会の当番の年となります。
3年後のオリンピックの年は創立70周年を控えておりま
す。そしてその次の年に、AACRTが日本に来ること
が決まっています。開催が東京でということになります
と3年連続の大きなイベントということです。2年後、3
年後、4年後に向けて具体的にいろんなものを動かさな
ければいけない年になりました。会場の確保、組織委員

会の立ち上げと具体的に動いていきますので皆さまのご
協力をお願いいたします。

報告事項
1）会長
　12月3日の第23回役員研修会、第9回の理事会では箱
根まで足を運んでいただいてありがとうございました。
大変に多くの方が集まっていただいてまた活発な議論が
できて大変有意義だったと思っております。12月10日
のところにソウル特別市放射線士会との学術交流協約書
調印式と記載しておりますが、以前から進めておりまし
た調印をソウルで行ってまいりました。日本語とハング
ルで書いた協定書にサインをしてきました。お互いに持
ち合う現物を皆さまに見ていただきたいと思います。そ
れから12月17日に日本診療放射線技師会の本年度第5
回の理事会があり、中澤会長から三つのお話がありまし
たのでご紹介させていただきます。まず一つ目が、中澤
会長が世界標準の会議に出席してきたそうで、今はビッ
クデータというのがよくいわれていますが、そういった
我々の診療放射線技師の活動の中でもバーコード管理な
どでデータ入力をすると、いろんな物品に関しても、そ
れから検査の読影なども含めて、我々が入力作業に関
わっていくということ、それもビックデータを今後活用
していくということがいろんな方面から始まるといった
ことをテーマに考えていくのも一つ我々の責務であると
いうお話が一つ目。それからJART12月号の巻頭言に
書かれており、わたくしも東京放射線10月号に書きま
したけれども、診療放射線技師教育の指定規則の見直し
を進めております。現在カリキュラム95単位のところ

日　　時：平成29年1月5日（木）
　　　　　午後6時45分～午後7時30分
場　　所：公益社団法人東京都診療放射線技師会　事務所
出席理事：�篠原健一、白木　尚、石田秀樹、野口幸作、

浅沼雅康、市川重司、江田哲男、安宅里美、
関　真一、高野修彰、長谷川雅一、鈴木雄一、
齊藤謙一、竹安直行、平瀬繁男、高橋克行、
市川篤志、崎浜秀幸、原子　満、工藤年男

出席監事：野田扇三郎、葛西一隆
指名出席者：�稲毛秀一（第5地区委員長）、富丸佳一（第7地

区委員長）、鎌田　修（第8地区委員長）、澤田
恒久（第10地区委員長）、千葉利昭（第11地区委
員長）、鈴木　晋（第12地区委員長）、宮谷勝巳

（第14地区委員長）、村山嘉隆（総務委員）、雨宮
広明（総務委員）

欠席理事：なし
議　　長：篠原健一（会長）
司　　会：石田秀樹（副会長）
議事録作成：村山嘉隆
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を日本診療放射線技師会の案としては105単位までもっ
ていきたい、今から10年か15年前にできたものがその
ままなので、今それを増やしておかないとまた更に10
年15年変わらない。我々の業務は時代とともに大きく
変化したということで、技師会案としては95単位を105
単位に上げようという案ですけれども、いろんな方面か
ら2単位あげるだけでも良いのではないかと、各学校関
係のほうからも意見がでています。まだ調整中ですが、
何とかここで上げておかないと我々の業務も正しく評価
されないということで、そういった活動もしていますと
いうのが二つ目のお話でした。三つ目は10月と11月に
公明党あるいは自民党に日本診療放射線技師会の10項
目の政策を説明してきたと、のちほど事業計画総括案の
中に10項目についても入れてありますので、項目だけ
でも見ていただければと思います。その中でも特に三つ
のことを強く政策として申し入れてきたということで、
まずは先ほどの指定規則の解説、指定規則は単位だけで
はなく学校の設置基準も四年制の大学以上とすることを
含めた要望が一つ目、それから国家試験委員が我々の今
の実態からすると他の職種から比べても少ないのではな
いか、試験問題数も200問では少ないのではないかと強
く要望したということです。それから三つ目の癌対策基
本計画への要望ということで、リニアックなどへの診療
放射線技師の配置を適正化してほしいということを特に
今回は強く要望してきた。以上が中澤会長のお話でした。
2）副会長
石田副会長
・活動報告書に追加なし
白木副会長
・活動報告書に追加なし
3）専門部委員会
・活動報告書に追加なし
4）各委員会報告
・活動報告書に追加なし
5）地区活動報告
第11地区：

12月の地区委員会を開催していません。
6）その他

特になし

議　　事
1）事業申請について
①�平成28年度第7回業務拡大に伴う統一講習会（南関東・東京）
テーマ：業務拡大に伴う統一講習会
日　時：平成29年3月4日（土）、3月5日（日）
場　所：駒澤大学駒沢キャンパス

について審議した。
【承認：20名、保留：0名、否認0名】

②第19回メディカルマネジメント研修会
テーマ：�標準スキル・モラルクラウドシステム～可視化

と褒める評価で成長し続ける組織～
日　時：平成29年3月7日（火）
場　所：東京都診療放射線技師会　研修センター
について審議した。
【承認：20名、保留：0名、否認0名】

③第59回きめこまかな生涯教育
テーマ：乳がんを理解する
日　時：平成29年3月25日（土）
場　所：東京都診療放射線技師会　研修センター
について審議した。
【承認：20名、保留：0名、否認0名】

2）日本消化器がん検診学会関東甲信越支部
第48回放射線研修員会学術集会　後援依頼について
・事前資料の通り追加なし
【承認：20名、保留：0名、否認0名】

3）定款改正案について
定款諸規程等検討委員会：野口委員長
　12月役員研修会でも報告させていただきました。12
月27日に第8回定款諸規程等検討委員会を開催しまし
て、代議員制導入という定款改正案を委員会として決め
ましたのでこの理事会に提示させていただきました。役
員研修会でもお話ししましたけれども、公益社団法人東
京都診療放射線技師会の最高意志決定機関である総会
を、確実かつ効率よく機動的に開催運営するために、総
会の構成要員を従来の会員方式から今回の支部、地区か
ら選出された代議員による代議員制総会を委員会として
提案させていただきました。
　この定款改正案のパブリックコメントを求めるという
部分と、都庁と相談しないといけない部分もあります。
それもふまえて理事会として審議していただきたいと思
います。このパブリックコメントをふまえたうえで3月
の理事会で最終的な審議をお願いしたいと思っていま
す。
篠�原会長：今日はここでこの定款改正案を理事会として

議決するわけではなくて、この案をパブリックコメン
トとして発表することと、都庁に改正案を相談に行く
のをご承認いただいて、正式にそのパブリックコメン
トを受け、それによっては修正があるかもしれません
けども、それについての案を皆さんに提示すると、パ
ブリックコメントをいただくということを承認してい
ただきたいということです。

千�葉地区委員長：代議員の人数は、おおむね会員30人
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に1人で、16人を超えるときは1人ということは、例
えば46人のときは2人ですか。

篠�原会長：そうですね、端数をどうするかをいろいろ検
討した結果、会員30人と数を決めたうえで過半数で
あれば1人増えるという考え方です。

【承認：20名、保留：0名、否認0名】
4）会誌印刷について
編集委員会：浅沼委員長
　突然の話ですが、11月末に現状会誌の印刷と製本を
お願いしている会社が事業を閉めることになりました。
一部原稿を入稿している1月号は発行するように了解を
取りましたので、皆さまの手元に届いたと思います。少
し前より現在の会誌作成費が妥当なのか再確認を行うた
め、次年度からの印刷会社変更も視野に入れ、日放技の
会誌を担当している株式会社キタジマに見積もりなどを
取る手はずを進めておりました。今回の状況から急遽話
を進めるため、昨年の実績から平均ページ数を出し算出
した見積と資料が、皆さまの手元にある資料です。紙質
を少し良いものにしておりますが、現在の会誌作成費と
同額以下になるよう交渉を致しました。発送に関しては
以前に何度か確認をして最も安価な現状の第三種郵便を
維持した内容です。この年度末にはまだたくさんの事業
が開催され、会誌の役割は重要と考えますので、会誌発
行の継続のため印刷会社変更をご提案させていただきま
す。
篠�原会長：いま編集の浅沼理事のほうからの説明の通り

に、半年後に閉めますという話ではなく、11月で閉
めると聞いたのが11月の末なので、我々としては会
誌発行を継続する手立てを考え緊急避難的に対処しま
した。本来であれば他社からも見積もりを取って会
社を決めることができれば良かったのですが、今回は
まずは2月号以降の会誌を予定通り発行でき、値段も
今までと変わらないところまで交渉しましたので、ま
ずはここに委託して、その先は入札などをして、継続
して頼んでいくのかまた別の会社にするのかというこ
とを考えようと思います。今回こういった事情があっ
て、まずこの理事会で株式会社キタジマに一旦はお願
いするということをご承認いただいて、いずれ落ち着
いて契約ができるようになった時点で、また改めてそ
こを含めた見積もりを取ってという形にしたいと思い
ます。

浅�沼編集委員長：会誌作成費用に関しては3、4年前に
見積もりを他社で取ったことがあり、現状が最も安価
な状況です。私としては本年度の予算も決まっていま
すので追加予算などは使用しないよう交渉致しまし
た。また今後の作業内容によっては、更に作成費を減

額していただける話まで交渉しております。
【承認：20名、保留：0名、否認0名】

5）会費減額会員について
　4名の方が申請
【承認：20名、保留：0名、否認0名】

6）新入退会、会費免除申請について
　12月：�新入会10名、転入1名、転出1名、退会8名、

滞納退会32名、会費免除対象者1名
篠�原会長：滞納退会の方が32名いらっしゃるので残念

です。我々も毎年入会する人が増えて未納退会をでき
るだけ少なくして徐々に会員数が増えていくように工
夫していきたいと思いますのでよろしくお願いいたし
ます。

【承認：20名、保留：0名、否認0名】

連絡事項
1）総務委員会：鈴木委員長
　まずはドロップボックスについてです。情報委員会と
協力して考えているところなので現実になるかわかりま
せんけれども、案としてクラウドシステムでインター
ネット上にファイルなどを上げていただいて、あとで
皆さんと共有してやり取りをするのをやっていけたら
と一つ考えています。これを将来的に使うとなります
と、メールでファイルのやり取りをすることはなくなり、
メールでの報告や連絡「ファイルを上げました」や「理
事会資料が上がりましたので皆さんダウンロードしてお
持ちください」などのような流れにできればと思ってい
ます。もう少し体制が整いましたら、ご意見を伺ってい
こうと思っています。ひとまず、ドロップボックスにつ
いてご理解いただけたらという資料が一つです。もう一
つは、研修センターの静脈認証のカギに関してです。資
料として箇条書きで配信させていただきました。以前の
カギ管理と大きく運用方法は変わっておりませんので、
こちらに従って運用はさせていただきます。静脈認証に
変わったことで不具合があるとか、ご提案がありました
ら改善を行っていこうと考えていますのでご指導、ご意
見よろしくお願いいたします。
2）厚生調査委員会：江田委員長
　昨日メールさせていただいたと思うのですけども
JARTの南関東女性活躍推進班から協力願いという形で
アンケート調査の依頼が届いております。添付した資料
を基にぜひとも地区のところで出産経験のある技師を
ターゲットにして調査を行いたいという依頼がきていま
すのでぜひとも地区から数名協力していただけると非
常に母数も上がります。母数も50近くを希望していま
すので各地区から4名から5名が協力していただけると
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非常に助かりますのでぜひともよろしくお願いいたしま
す。できれば口頭で知り合いなどを通じて協力していた
だけると非常に助かります。また会員の方に限らず診療
放射線技師であれば対象です。返信メールの宛先は厚生
調査委員のヨセノリオという委員で南関東地域の東京都
代表、女性活躍推進班委員です。名称が抜けており申し
訳ありませんでした。
3）学術委員会：市川委員長
　第15回ウインターセミナーですが、前回の理事会で
承認していただいたのですけども、散乱線の除去処理の
技術というテーマで特集しようと企画しており、使用方
法が意外と不透明な部分が多いのでアンケートをしたい
と思います。各施設に来週ぐらいに配信させていただい
て情報を集めたいと思いますのでご協力お願いします。

その他
篠�原会長：皆さまに平成29年度の事業計画案の総括を

配信させていただきました。今日は提案だけで来月の
理事会でその他のこの下につながる各個別の事業計画
案を併せてご承認をいただくというような形になり、
今日は総括のみでご提案させていただきたいと思いま
す。ご意見がありましたらお寄せいただいて、次の理
事会で総括としては審議いただきます。

　　もう一つ連絡ですが、日本診療放射線技師会の会誌

をご覧になった方はご存知だと思いますが、日本診療放
射線技師会の代議員選挙の告示がありました。今年の1
月1日から1月31日までが立候補期間ということです。
14名の東京都診療放射線技師会代議員は、ここにいる
メンバーの方にできるだけ立候補していただければと思
うのでよろしくお願いいたします。
　補足ですが、この中に代議員になっていただく方がか
なりいらっしゃると思いますが、日本診療放射線技師会
の総会前日6月2日に70周年祝賀会がありますので、そ
ちらの方もよろしくお願い致します。
鈴�木地区委員長： 1月26日（木）東大和病院で第12地区

研修会が開催されますので、どうぞよろしくお願いい
たします。

今後の予定について
鈴�木総務委員長：予定表をいつも通り配信させていただ

いております。間違いなどございましたらご連絡くだ
さい。来年度のカレンダーで予定が決まっているもの
の事業計画表を作成中であります。まもなく皆さまに
配信できると思いますので少々お待ちください。

石�田副会長：来週新春の集いがありますので、皆さま声
を掛け合って人数を集めて盛大に開催したいと思いま
す。

� 以上
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学術講演会・研修会等の開催予定
日時、会場等詳細につきましては、会誌でご案内しますので必ず確認してください。

平成28年度
　1. 学術研修会
　　　第19回メディカルマネジメント研修会	 平成29年 3 月 7 日（火）
　2. 生涯教育
　　　第59回きめこまかな生涯教育	 平成29年 3 月25日（土）
☆3. 日暮里塾ワンコインセミナー
　　　第64回日暮里塾ワンコインセミナー（第6地区研修会共同開催）	 平成29年 3 月 4 日（土）	
　4. 地区研修会
　　　第5地区研修会	 平成29年 3 月 3 日（金）
　　　第6地区研修会（第64回日暮里塾ワンコインセミナー共同開催）	 平成29年 3 月 4 日（土）	
　　　第1地区研修会	 平成29年 3 月22日（水）
　5. 特別委員会研修会
　　　SR推進委員会研修会（旧災害対策委員会研修会）	 平成29年 3 月12日（日）
　6. 地球環境保全活動
　　　荒川河川敷清掃活動
　　　日暮里駅前清掃活動
　　　富津海岸清掃活動

　関連団体
　平成28年度第7回業務拡大に伴う統一講習会	 平成29年 3 月 4 日（土）、 5 日（日）
　超音波画像研究会　レベルアップセミナー	 平成29年 3 月26日（日）

平成29年度
　1. 学術研修会
　　☆第16回サマーセミナー	 平成29年 8 月
　　　第20回メディカルマネジメント研修会	 平成29年11月
　　☆第16回ウインターセミナー	 平成30年 1 月
　2. 生涯教育
　　　第60回きめこまかな生涯教育	 平成29年 5 月
　　　第61回きめこまかな生涯教育	 平成29年10月
　　　第62回きめこまかな生涯教育	 平成30年 2 月
☆3. 日暮里塾ワンコインセミナー
　　　第65回日暮里塾ワンコインセミナー（フレッシャーズセミナー合同開催）	 平成29年 5 月
　　　第66回日暮里塾ワンコインセミナー（フレッシャーズセミナー合同開催）	 平成29年 6 月
☆4. 第15回ペイシェントケア学術大会	 平成29年 6 月18日（日）
☆5. 第17回東放技・東京部会合同学術講演会	 平成29年 9 月
　6. 集中講習会
　　　第10回MRI集中講習会	 平成30年 2 月
☆7. 支部研修会
　　　城東・城西・城南・城北・多摩支部研修会
　8. 地区研修会	
　9. 特別委員会研修会
　　　SR推進委員会研修会
　10. 地球環境保全活動	
　　　荒川河川敷清掃活動	
　　　日暮里駅前清掃活動	
　　　富津海岸清掃活動
※公益社団法人東京都診療放射線技師会　第68回定期総会	 平成29年 6 月18日（日）

　関連団体
　平成29年度関東甲信越診療放射線技師学術大会	 平成29年 6 月18日（日）
　第33回日本診療放射線技師学術大会	 平成29年 9 月22日（金）〜24日（日）

　（新卒かつ新入会員とは、技師学校卒業年に技師免許取得し本会へ入会した会員をいう）
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にではありますが、就職したての4月
頃の体重まで落ちてきました。嬉しい
ことに、最近では職場で毎日顔を合わ
せている人たちからも「ちょっと痩せ
たね」と言われ始め、見た目にも変化
が現れているようです。ストレッチや
エクササイズは簡単なものしか行って
いないため、夕飯を軽く済ませるもし
くは食べないということがいちばん
減量に影響していると考えています。
し・か・し、それと引き換えに、なか
なか料理が上達しないという問題が新
たに発生しています。基本的に食べる
ことは大好きなので、夜に料理を作っ
てしまうと男の人並みに食べてしまう
のです。夕飯を作らずに食べないこと
はできても、夕飯を作って目の前に料
理があるのに食べないということは私
にはできません。さあどうするか、こ
れに対して別の策を考えなければなら
ない今日この頃です。
 RumbaAYN

今年度も残すところ1 ヶ月となり、
診療放射線技師となって早1年

が経とうとしています。仕事に委員
会に勉強会に学会に研究に・・・とても
充実していてあっという間の一年でし
た。診療放射線技師としてはまだまだ
未熟ですが、私にとってはとても変化
が大きく成長できた1年だったと思い
ます。
　ただ残念なことに、私は外見も成長
してしまったのです。私の職場は仕事
着の指定はなく、ケーシーやスクラブ
をそれぞれの好みで選んで着ていま
す。比較的スクラブの方がゆったり着
ることができて楽であるため、私はこ
こ数ヶ月スクラブを着て仕事をしてい
ました。思いつきで久しぶりにケー
シーを着てみようと思い、ズボンを履
いたところ、キツイ。ウエストがキツ
イ・・・と、こうなったわけです。年末
には、体重が過去最高値に迫る勢いで
増えており、大変ショックを受けまし
た。徐々に肥えてきているのは気づい
ていましたが、しっかり数値として表
れるとかなりのダメージでした。そこ
で年始からは食事に気をつけ、ダンス
漬けだった学生時代に行っていたスト
レッチやエクササイズを少しずつ再開
し始めました。おかげで今現在は、徐々




